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東北地方沖太平洋の流れ藻から採集された甲殻類および魚類

樋口　淳也1)・河合　俊郎2)・宇治　利樹3)・今井　圭理4)

(2021年 2月 5日受付，2021年 3月 23日受理)

Crustaceans and fishes collected with drifting algae from off the Pacific coast of Tohoku region

Junya Hɪɢᴜᴄʜɪ1), Toshio Kᴀᴡᴀɪ2), Toshiki Uᴊɪ3) and Keiri Iᴍᴀɪ4)

Abstract

    Seven specimens of fishes and three specimens of crabs were collected with drifting algae by T/S Oshoro-maru from off the 
Pacific coast of Tohoku region, northern Japan.  In fishes, a single specimen was identified as Histrio histrio (Linnaeus, 1758), 
five specimens as Oplegnathus punctatus (Temminck and Schlegel, 1844) and a single specimen as Stephanolepis cirrhifer (Tem-
minck and Schlegel, 1850).  In crabs, except a single specimen of megalopa, a single specimen was identified as Guinusia den-
tipes (De Haan, 1835) and a single specimen as Portunus (Portunus) sanguinolentus sanguinolentus (Herbst, 1783).  Because 
previous northernmost records of P. (P.) sanguinolentus sanguinolentus were reported from Boso Peninsula in the Pacific Ocean 
and Akita Prefecture in the Sea of Japan, the present specimen represents the northernmost record of the species in the Pacific 
Ocean.

Key words :  Northernmost record, Sargassum, Portunus (Portunus) sanguinolentus sanguinolentus, North Pacific, T/S Oshoro-
maru

緒　　　　　言

　流れ藻は海面に浮遊している藻類や海草の総称であり，
日本周辺ではホンダワラ属 Sargassum C. Agardh, 1820およ
びそれに近縁な属の生物が大部分を占めている (吉田，
1963)。また，流れ藻はサンマの産卵基質や，多くの無脊
椎動物や仔稚魚の生息場所になり，これらを捕食する魚
類などが集まることで，特有の流れ藻生物群集を形成す
ることが知られる (木村ら，1958 ; 広崎，1963，1964 ;  
Dooley, 1972 ; 青木ら，2009)。
　2020年 7月 16日午前 6時ごろ，北海道大学水産学部附
属練習船おしょろ丸の C087航海において東北地方沖太平
洋の北緯 38度 30分，東経 143度 00分の地点で流れ藻が
採集された (Fig. 1)。この流れ藻はアカモク Sargassum hor-
neri (Turner) C. Agardh, 1820と同定され，これに付着する形
で 7個体の魚類 (カエルアンコウ科 Antennariidae，イシダ
イ科 Oplegnathidaeおよびカワハギ科Monacanthidae) およ
び 3個体の短尾類 (ワタリガニ科 Portunidaeおよびショウ
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Fig. 1.	 Map showing site of collection of the specimens in this 
study (black circle), off the Pacific coast of the Tohoku 
region (38°30’N, 143°00’E).
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ジンガニ科 Plaugsiidae) が採集された。本研究では今回採
集されたこれらの標本を分類学的に精査・記載し，分布
に関する新知見を報告する。
　計数・計測方法は，カエルアンコウ科は瀬能・川本 (2002) 
に，イシダイ科は Hubbs and Lagler (1958) に，カワハギ科
はMatsuura and Chiba (2013) にそれぞれ従った。短尾類の
各部の名称は酒井 (1976) に従った。計測はデジタルノギ
スを用い，0.1 mm単位で行った。魚類の脊椎骨数および
鰭条数の計数は軟 X線写真を用いた。魚類の標準体長は
SLと略し，短尾類の大きさは甲長×甲幅で示した。本研
究に用いた標本は北海道大学総合博物館 (HUMZ) に所蔵
されている。

ジャノメガザミ
Portunus (Portunus) sanguinolentus sanguinolentus  

(Herbst, 1783)
(Fig. 2)

材料

  HUMZ-C 2403，1 個 体， 雄，26.3×56.2 mm，38°30’N，
143°00’E，たも網，2020年 7月 16日。

記載

　甲殻は幅が著しく長く，甲幅は甲長の 2.14倍。甲殻の
背面は微小の顆粒で覆われる。甲殻の前縁に 4棘，前側
縁に 9棘有し，最後方の 1棘は側方に強く突出する。こ
の最後方の 1棘を結ぶ隆起線が存在し，隆起線は甲殻中
央を横断する。甲殻の後側縁および後縁に棘はなく，そ
の輪郭は滑らかである。甲殻は後縁と前側縁の最後方の 1
棘の後縁をのぞき，その縁辺は剛毛で覆われる。眼柄は
前縁の棘と前側縁の棘の間に位置する。第 1触角は甲殻
前縁の棘の中央 2棘の直下に位置する。第 1触角先端の
節は背腹方向に 2叉し，背側の先端のみ剛毛に覆われる。
第 2触角は眼柄よりも内側に位置し，第 1触角よりも明
らかに長い。第 2触角先端の節は糸状に伸長する。眼柄，
第 1触角および第 2触角の基部は剛毛に覆われる。外顎

脚は内肢と外肢に 2叉し，内肢は幅が広く口を覆う。外
肢は内肢よりも細い。外顎脚の先端は剛毛に覆われる。
鉗脚は左右ともに再生途中で，坐節よりも先端の節は折
りたたまれる。歩脚は 4対で，第 1対，第 2対および第 3
対の前節は筒状に伸長し，指節は爪状に尖る。第 4対の
前節および指節は平板状で泳脚である。歩脚第 1対およ
び第 2対の腕節の後縁にそれぞれ 1棘があり，他の節に
は棘がない。すべての歩脚の前節および指節の前縁と後
縁，第 1対および第 2対の腕節の前縁，第 4対の腕節の
前縁と後縁および長節と坐節の前縁は剛毛で覆われる。
腹部は幅が狭く，胸部腹甲の中央部を覆う。腹肢は腹節
の第 1節および第 2節にのみ存在し，腹肢第 1対が第 2
対よりも明らかに長い。腹肢の先端の節は糸状に伸長す
る。
　生鮮時の体色 : 甲殻は褐色を呈し，前側縁最後方の 1
棘を除き小さな白色斑が点在する。前鰓域の内側後方お
よび中胃域の後方に位置する 3個の白色斑は他の白色斑
よりも大きい。中鰓域の後方および心域の後方に外縁が
白い紅色斑が 3個存在する。鉗脚は茶褐色を呈する。歩
脚は基部に近い節ほど淡い褐色で，第 4対を除き先端の
節ほど色が濃くなる。歩脚第 1対，歩脚第 2対および歩
脚第 3対の指節は赤褐色を呈する。歩脚第 4対は先端の
節ほど色が薄くなり，縁辺が赤色を呈する。底節，基節
および坐節の前縁は赤みがかかる。歩脚および体の縁辺
を覆う毛は白色を呈する。

分布

　日本では秋田県から山口県・玄界灘・五島灘から薩南
海域，宮城県から鹿児島湾・沖縄・八重山列島。世界で
はインド─西太平洋の熱帯から温帯域 (Stephenson, 1968 ;  
Sakai, 1976 ; 三宅，1983 ; 本研究)。

備考

　本標本は，甲幅が著しく長いこと，甲殻を横断する隆
起線があること，顆粒が甲面全面に散在すること，甲殻
の前側縁に 9棘あり，最後方の 1棘が側方に強く突出す
ることおよび歩脚第 4対が泳脚であることから，ワタリ
ガニ科カザミ属 Portunusのカザミ亜属 Portunusの特徴と
一致する (Sakai, 1976)。現在ガザミ亜属は 28有効種が知
られ (Ng et al., 2008 ; Lai et al., 2010)，日本周辺にはタイワ
ンガザミP. (P.) pelagicus (Linnaeus, 1758)，ケブカガザミP. (P.) 
pubescens (Dana, 1852)，P. (P.) sanguinolentus (Herbst, 1783) お
よびガザミ P. (P.) trituberculatus (Miers, 1876) の 4種が知ら
れる (Sakai, 1976 ; Lai et al., 2010)。本標本は，甲面の後部
に外縁が白い紅色斑が 3個存在することで P. (P.) sanguino-
lentusと一致し，ほかの 3種とは上記の模様を持たないこ
とで本標本と明らかに異なる (Sakai, 1976)。また，P. (P.) 
sanguinolentusには P. (P.) sanguinolentus hawaiiensis Stephen-
son, 1968とジャノメガザミ P. (P.) sanguinolentus sanguinolen-
tus (Herbst, 1783) の 2亜種が知られる (Stephenson, 1968 ; Lai 

Fig. 2. Portunus (Portunus) sanguinolentus sanguinolentus, 
HUMZ-C 2403, 26.3×56.2 mm.
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et al., 2010)。本標本は甲殻に暗色の模様を持たないことで
Stephenson (1968) が示したジャノメガザミの特徴に一致
し，P. (P.) sanguinolentus hawaiiensisの特徴 (甲殻に暗色の網
目状模様がある) とは明らかに異なる。したがって，本研
究では，本標本をジャノメガザミと同定した。
　

ショウジンガニ
Guinusia dentipes (De Haan, 1835)

(Fig. 3)

材料

  HUMZ-C 2404，1 個 体， 雄，12.0×12.4 mm，38°30’N，
143°00’E，たも網，2020年 7月 16日。

記載

　甲殻の輪郭は円みを帯びた四角形を呈する。甲殻の背
面は顆粒が散在し，顆粒および棘の先端を除き短い剛毛
に覆われる。甲殻の前縁は第 1触角窩が深く切れ込み，
中央がくぼむ。甲殻前縁の棘は眼窩と第 1触角窩に 1棘，
中央のくぼみに小さい 3棘あり，左右 4対である。甲殻
前側縁には 4棘あり，棘の大きさはほぼ等しい。甲殻の
後側縁および後縁に棘はない。眼柄は甲殻の前縁棘と前
側方棘の間に位置し，側方に伸長する。眼窩下縁は鋸歯
状である。第 1触角は折りたたまれ，第 1触角窩に収まる。
第 1触角の先端は背腹方向に 2叉し，背側のものが大き
く剛毛で覆われる。第 2触角は眼柄よりも内側に位置し，
第 1触角よりも明らかに細い。外顎脚は内肢と外肢に 2
叉する。内肢は幅が広く縁辺は剛毛で覆われる。外肢は
細く 2節で構成され，先端の 1節は非常に小さい。鉗脚は，
左右ほぼ同長で，坐節から指節にかけて剛毛がまばらに
生える。歩脚は 4対で，すべての指節は爪状に尖る。歩
脚の長節前縁は棘が連続し，その個数は第 1対から順に
右体側では 2棘，5棘，6棘および 4棘で，左体側では 3棘，
5棘，5棘および 5棘である。
　生鮮時の体色 : 甲殻は淡褐色で，甲殻の中央前方およ
び側縁はやや暗い。甲殻前縁から前側縁にかけて赤橙色
で縁取られる。甲殻に散在する顆粒は茶褐色を呈し，剛

毛は透明。甲殻上に顆粒よりも大きな白色斑がほぼ左右
対称に点在する。鉗脚は甲殻とほぼ同色で，指節の先端
は色が淡い。歩脚は淡褐色で，長節から前節にかけて暗
色縦帯が等間隔に並ぶ。指節は基部が暗褐色で先端ほど
淡い。

分布

　日本では山形県および岩手県以南の日本各地。世界で
はウラジオストク，韓国，台湾，ノーフォーク島，ケル
マディック諸島，ビスマルク諸島およびイースター島 
(Sakai, 1976 ; 三宅，1983 ; Boyko and Liguori, 2015)。

備考

　本標本は，甲殻の輪郭が円みを帯びた四角形であるこ
と，および第 1触角窩が額域に深く侵入することからショ
ウジンガニ科の特徴と一致する (酒井，1976)。日本に分布
するショウジンガニ科にはショウジンガニ Guinusia den-
tipes (De Haan, 1835)，ツブイボショウジンガニ Plagusia 
immaculata Lamarck, 1818，ミゾイボショウジンガニ Plagu-
sia speciosa Dana, 1851およびイボショウジンガニ Plagusia 
squamosa (Herbst, 1790) の 4種が知られる (前之園，2015)。
本標本は甲殻の背面が短い剛毛で覆われ，顆粒が散在す
ること，および歩脚長節の前縁に連続する棘があること
からショウジンガニの特徴に一致し，他の 3種 (甲殻の背
面が瘤状顆粒で覆われ，歩脚長節の前縁の末端部のみ 2
本の棘がある) と明らかに異なる (Schubart and Cuesta, 
2010)。したがって，本標本をショウジンガニと同定した。

Guinusia cf. dentipes (De Haan, 1835)
(Fig. 4)

材料

  HUMZ-C 2405，1 個 体， 雌 雄 不 明，7.6×5.6 mm，
38°30’N，143°00’E，たも網，2020年 7月 16日。

記載

　甲長は甲幅よりも長く，甲幅の 1.36倍。甲殻に棘はない。

Fig. 3.  Guinusia dentipes HUMZ-C 2404, 12.0×12.4 mm.

Fig. 4.  Guinusia cf. dentipes, HUMZ-C 2405, 7.6×5.6 mm.
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甲殻前縁は，第 1触角窩による大きなくぼみが左右 1対
存在する。眼柄は甲殻の前側縁の直下に位置し，側方に
伸長する。第 1触角は背腹方向に 2叉し，背側のものが
大きく，先端には剛毛が密集する。腹側のものは先端に
剛毛がわずかにある。第 2触角は細長く，その基部は眼
柄の直下に位置する。外顎脚は外肢と内肢に 2叉する。
外肢は細長く 2節で構成される。内肢は 5節で構成され，
外肢よりも大きく，剛毛を多く持つ。鉗脚の大きさは左
右でほぼ等しい。歩脚の指節は全て爪状に尖り，内縁に 7
個の棘が鋸歯状に並ぶ。歩脚の前節の先端に2棘存在する。
歩脚第 4対の指節の先端に 3本の長い感覚毛がある。腹
部は 6節で構成される。腹肢は第 2腹節から第 6腹節ま
で 5対あり，外肢と内肢に 2叉する。腹肢の先端は剛毛
に覆われる。
　生鮮時の体色 : 甲殻の背面および眼柄は淡い褐色で色
素胞が密集する。鉗脚および歩脚は白濁し，色素胞が点
在する。

備考

　本標本は，メガロパ幼生で，額棘がないことおよび第 4
歩脚指節の先端に 3本の感覚毛があることから，イワガ
ニ上科 Grapsoideaの特徴と一致する (小西・鹿谷，2000)。
イワガニ上科に含まれる短尾類のうち，本標本の甲殻，
鉗脚および歩脚の特徴は González-Gordillo et al. (2000) が記
載したショウジンガニ Guinusia dentipes (De Haan, 1835) の
特徴と一致する。また，本標本は外顎脚の外肢が 2分節
であることで，Schubart and Cuesta (2010) が示したショウ
ジンガニ属 Guinusiaの特徴と一致し，イボショウジンガ
ニ属 Plagusia (第 3顎脚の外肢は分節がない) とは明らかに
異なる。一方で，イワガニ上科に含まれる分類群のメガ
ロパ幼生は不明な種も多く (小西・鹿谷，2000)，本上科短
尾類との包括的な比較は行えない。また，González-Gor-
dillo et al. (2000) が示した触角，顎脚および腹肢の特徴のう
ち剛毛数および節数について，計数を行うためには標本
を解剖する必要があり，本研究では行っていない。した
がって，本標本をショウジンガニと断定することができ
ない。本研究では，González-Gordillo et al. (2000) が記載し
たショウジンガニの特徴と一致することおよび同じ流れ
藻から成体のショウジンガニが採集されていることを踏
まえ，Guinusia cf. dentipesとした。

ハナオコゼ
Histrio histrio (Linnaeus, 1758)

(Fig. 5)

材料

  HUMZ 231301，1個体，20.4 mm SL，38°30’N，143°00’E，
たも網，2020年 7月 16日。

記載

　計数値 : 背鰭鰭条数 I-I-I-12 ; 臀鰭鰭条数 7 ; 尾鰭鰭条
数 9 (分枝軟条数は 8) ; 胸鰭鰭条数 10 ; 腹鰭鰭条数 5 ;   
脊椎骨数 18。
　計測値 (% SL) : 体高 57.2 ; 体幅 37.3 ; 頭長 41.8 ; 吻長
10.4 ; 眼径 9.0 ; 両眼間隔 11.9 ; 尾柄高 15.4 ; 吻上棘長
8.3 ; 背鰭第 2棘条長 13.4 ; 背鰭第 3棘条長 19.3 ; 背鰭最
長軟条長 35.8 ; 臀鰭最長軟条長 33.3 ; 尾鰭最長軟条長
39.8 ; 胸鰭長 37.8。
　体は楕円形で側扁する。体表は円形小瘤に覆われる。
口は大きく，上方を向く。下顎は皮弁が発達する。眼の
前端は上顎の後端の直上に位置し，眼は側方を向く。鰓
孔は胸鰭基部の下方に位置する。吻端から吻上棘までの
正中線上に 2個の皮弁がある。吻上棘は上顎後端よりも
前方に位置し，背鰭第 2棘条よりも短い。吻上棘の先端
は丸く，そこから複数の皮弁が房状に起発し，誘引突起
を形成する。背鰭第 2棘条および背鰭第 3棘条は完全に
皮膚に覆われ，先端は皮弁が発達する。背鰭軟条は，背
鰭第 3棘条の直後から起発し，後方の 3軟条が分枝する。
背鰭基底に皮弁が存在する。臀鰭は肛門の直後から起発
し，後方の 4軟条が分枝する。尾鰭後縁は円く，最も下
方の1軟条を除くすべての軟条が分枝する。胸鰭は大きく，
体側中央に位置する。胸鰭よりも腹側には皮弁が存在す
る。腹鰭は胸鰭のわずかに前方に位置する。
　生鮮時の体色 : 体全体は茶褐色で，背鰭棘条を除く各
鰭の先端および体の腹側は薄い。体の背側および不対鰭
の基部に明瞭な暗色斑が，体の腹側，腹鰭の基部および
各鰭の鰭膜に薄い暗色斑が存在する。眼からその直上，
上顎後端および胸鰭基部に向かって白色線がまだら状に
走る。また，胸鰭よりも後方の体側，臀鰭，尾鰭には白
色斑が虫食い状に存在する。吻上棘およびその先端の皮
弁は白色。背鰭第 2棘条および背鰭第 3棘条は体の背側
と同じ茶褐色を呈する。両顎周辺および体の背側の皮弁
は茶色を，体の腹側の皮弁は白色を呈する。

分布

　日本では北海道から九州南岸の各地沿岸，八丈島，小

Fig. 5.　Histrio histrio, HUMZ 231301, 20.4 mm SL.
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笠原諸島，屋久島および琉球列島。世界ではインド─西
太平洋の熱帯から温帯域，ハワイ諸島および大西洋 (瀬能，
2013 ; Pietsch and Arnold, 2020)。

備考

　本標本は体が側扁すること，眼が側方を向くこと，口
が大きく，上方を向くこと，発達した 3本の背鰭棘条を
持つことおよび背鰭第 1棘条が誘引突起であることから
カエルアンコウ科の特徴と一致する (Pietsch and Arnold, 
2020)。本標本は，体表が円形小瘤に覆われる，胸鰭長が
37.8% SLである，および吻端から吻上棘までの正中線上
に皮弁が 2個あるという特徴を有する。カエルアンコウ
科の中でこれらの特徴を併せ持つのはハナオコゼ Histrio 
histrio (Linnaeus, 1758) だけである (瀬能，2013 ; Pietsch and 
Arnold, 2020)。一方で，瀬能 (2013) および Pietsch and 
Arnold (2020) が示したハナオコゼの尾鰭の分枝軟条数は 7
であるのに対し，本標本では 8である。しかし，カエル
アンコウ科の他種の尾鰭の分枝軟条数は 7もしくは 9の
いずれかであり，本標本はいずれの種にも一致しない 
(Pietsch and Arnold, 2020)。したがって，尾鰭の分枝軟条数
が 8であるという特徴は種内変異と考え，本標本をハナ
オコゼと同定した。

イシガキダイ
Oplegnathus punctatus (Temminck and Schlegel, 1844)

(Fig. 6)

材料

  HUMZ 231303，1個体，50.3 mm SL，HUMZ 231304，1
個体，45.6 mm SL，HUMZ 231305，1個体，39.4 mm SL，
HUMZ 231306，1個体，40.4 mm SL，HUMZ 231307，1個体，
38.6 mm SL，38°30’N，143°00’E，たも網，2020年 7月 16日。

記載

　計数値 : 背鰭鰭条数 XII, 15-17 ; 臀鰭鰭条数 III, 12-13 ;  

胸鰭鰭条数 17-19 ; 腹鰭鰭条数 I, 5 ; 有孔側線鱗数 78-83 ;  
脊椎骨数 25。
　計測値 (%SL) : 体高 50.7-56.1 ; 頭長 34.6-37.3 ; 吻長
11.7-12.5 ; 上顎長 10.6-11.7 ; 下顎長 8.6-9.3 ; 両眼間隔 0.9-

11.8 ; 眼径 8.9-10.4 ; 尾柄高 13.2-14.0 ; 尾柄長 13.6-16.0 ;  
背鰭前長 40.3-45.2 ; 臀鰭前長 66.0-69.0 ; 背鰭基底長 57.4-

61.8 ; 臀鰭基底長 27.2-29.8 ; 胸鰭長 24.3-25.9 ; 腹鰭長
25.1-28.1。
　体は横長の楕円形で，強く側扁する。体高は高く，標
準体長の 50.7-56.1%。頭は小さい。口は端位で小さい。
上顎の後端は眼よりも前方に位置する。両顎歯はそれぞ
れ癒合し，嘴状となる。主鰓蓋骨の後縁に扁平な 1棘を
持つ。背鰭は 1基で，その起部は主鰓蓋骨後端の直上に
位置する。背鰭基底は長く，尾柄に達する。最後方の背
鰭棘条は最前方の背鰭軟条よりも明らかに短い。臀鰭起
部は，体の中央よりも後方に位置する。臀鰭棘条は 3本で，
いずれも最前方の臀鰭軟条よりも短い。尾鰭後縁は円み
を帯びるが，中央はわずかにくぼむ。胸鰭は鰓蓋後端の
直下に位置する。胸鰭は楕円形で，その後端は肛門の直
上に位置する。腹鰭は胸位で，その後端は臀鰭起部より
もわずかに後方。
　生鮮時の体色 : 体は褐色で吻端，胸鰭，腹鰭および尾
鰭の先端をのぞき，眼径よりも小さな黒色斑で覆われる。
HUMZ 231303および HUMZ 231305では臀鰭起部直上の
黒色斑を欠く。また，HUMZ 231303，HUMZ 231305，
HUMZ 231306および HUMZ 231307の峡部の黒色斑は著
しく薄い。鰓蓋の下端から眼を経由し直上に伸びる薄い
暗色帯がある。背鰭および臀鰭の鰭膜上には体のものよ
りも小さな黒色斑がある。尾鰭は後方ほど褐色が薄くな
り，尾鰭後縁は白色を呈する。胸鰭は透明，腹鰭は茶褐
色を呈する。

分布

　日本では北海道から九州南岸の各地沿岸，伊豆諸島，
小笠原諸島，屋久島および琉球列島。世界では朝鮮半島
南部，黄海，台湾，南シナ海，マリアナ諸島，ウェーク島，
ハワイ諸島およびジョンストン島 (Randall, 2007 ; 波戸岡・
柳下，2013)。

備考

　本標本は，両顎歯がそれぞれ癒合し嘴状となること，
主鰓蓋骨に 1本の扁平な棘があること，背鰭は 1基で鰭
条数が XII， 15-17であること，臀鰭鰭条数が III， 12-13で
あること，および背鰭と臀鰭のそれぞれで最後方の棘条
が最前方の軟条よりも短いことからイシダイ科に含まれ
る (Randall, 2007 ; Nelson et al., 2016)。本科魚類は日本から
は イ シ ダ イ Oplegnathus fasciatus (Temminck and Schlegel, 
1844) およびイシガキダイ O. punctatus (Temminck and Schle-
gel, 1844) の 2種が知られる。本標本は，体に黒色斑が密
に分布することで Randall (2007) および波戸岡・柳下 (2013) 

Fig. 6.　Oplegnathus punctatus, HUMZ 231303, 50.3 mm SL.
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が示したイシガキダイの若魚の特徴とよく一致し，イシ
ダイ (若魚および雌の成魚は体に暗色横帯を持ち，雄の成
魚は体の暗色横帯が薄くなり吻が黒い) とは明らかに異な
る。したがって，本標本をイシガキダイと同定した。

カワハギ
Stephanolepis cirrhifer (Temminck and Schlegel, 1850)

(Fig. 7)

材料

  HUMZ 231302，1個体，20.1 mm SL，38°30’N，143°00’E，
たも網，2020年 7月 16日。

記載

　計数値 : 背鰭鰭条数 II-33 ; 臀鰭鰭条数 32 ; 胸鰭鰭条数
14 ; 脊椎骨数 19。
　計測値 (% SL) : 体高 66.4 ; 体幅 16.8 ; 頭長 35.7 ; 吻長
24.3 ; 眼径 11.7 ; 鰓孔長 8.6 ; 吻端─鞘状鱗間距離 65.1 ;  
尾柄高 11.2 ; 尾柄長 13.3 ; 第 1背鰭前長 38.7 ; 第 2背鰭
前長 64.0 ; 臀鰭前長 67.8 ; 背鰭間距離 24.5 ; 第 2背鰭基
底長 41.8 ; 臀鰭基底長 39.0 ; 背鰭第 1棘条長 19.2 ; 背鰭
最長軟条長 12.4 ; 臀鰭最長軟条長 12.4 ; 胸鰭長 14.0 ; 尾
鰭長 29.4。
　体は円みを帯びた菱形で，著しく側扁する。口は端位
でわずかに突き出す。両顎歯の先端は尖る。鼻孔は短い
管状で眼の前方に位置する。鰓孔は小さく，眼の中心よ
りもわずかに後方に位置する。腰骨の後端には小さな鞘
状鱗が存在し，その関節部は背腹方向に動く。尾柄は短く，
尾柄高は尾柄長の 0.84倍で低い。背鰭は 2基で，第 1背
鰭起部は眼の後縁よりも前方に位置する。背鰭第 1棘条
は大きく起立し，前縁と後縁には小棘が並ぶ。背鰭第 2
棘条は著しく小さい。第 2背鰭および臀鰭は不分枝軟条
で構成され，その外縁は円みを帯びる。尾鰭は上下 1本
の不分枝軟条およびその間の10本の分枝軟条で構成され，
後縁は円みを帯びる。胸鰭基部は鰓孔の直下に位置する。

胸鰭は小さくその後縁は円い。
　生鮮時の体色 : 体は茶褐色で腹側前縁および尾柄はや
や淡い。眼，吻，体の腹側前縁および各軟条の鰭膜を除き，
横長の暗色斑で覆われる。第 1背鰭は体と同じ茶褐色で，
先端ほど淡い。第 2背鰭および臀鰭の鰭膜は基部付近は
白色で，先端では透明となる。尾鰭は緑がかった褐色で，
先端は白色を呈する。尾鰭には薄い茶褐色の横帯が 2本
存在する。胸鰭は透明。

分布

　日本では北海道南部から九州南岸の各地沿岸。世界で
は韓国，中国，台湾およびフィリピン諸島北端 (林・萩原，
2013 ; 尼岡ら，2020)。

備考

　本標本は背鰭棘条が 2本であることおよび第 1背鰭起
部が眼の後縁よりも前方に位置することで，カワハギ科
に含まれる。さらに本標本は，背鰭棘条が皮弁に覆われ
ないこと，背鰭第 1棘条が大きく起立し，背鰭第 2棘条
が著しく小さいこと，腰骨の後端に小さな鞘状鱗があり，
その関節部が背腹方向に動くこと，両顎歯の先端が尖る
こと，尾柄高が低く，尾柄長の 0.84倍であること，臀鰭
鰭条数が 32で，臀鰭後縁が円いという特徴を併せ持つ。
これらの特徴は，Hutchins (2001) および林・萩原 (2013) が
示したカワハギ Stephanolepis cirrhifer (Temminck and Schle-
gel, 1850) とよく一致する。したがって，本標本をカワハ
ギと同定した。

考　　　　　察

　ジャノメガザミの分布域の北限は従来，日本海側では
秋田県，太平洋側では房総半島とされてきた (Sakai, 
1976 ; 三宅，1983)。したがって，本研究で記載した宮城
県沖で採集された標本はジャノメガザミの太平洋側での
分布域の北限記録となる。
　東北地方沖太平洋は，南から黒潮，北西から親潮，お
よび津軽海峡から沿岸沿いに津軽暖流が流れる (川合，
1972 ; 花輪，1984 ; Kokubu et al., 2019)。本海域で見られる
流れ藻はこれらの海流によって輸送されると考えられて
い る (吉 田，1963 ; Safran and Omori, 1990 ; Kokubu et al., 
2019)。本研究でのアカモクの採集地点の表面水温は 17.40 
°C，塩分は 32.95‰であり，Hanawa and Mitsudera (1987) が
示した表層水系と呼ばれる水塊に該当するため，海水か
らはどの海流によって輸送されたかは判別不能である。
一方，気象庁 (2021)の東北地方沖太平洋の海流分布図で
は，2020年 6月から 7月中旬にかけて，津軽暖流と親潮
の一部が混合し，採集地点を北から南に向かって流れて
いることが示されている。アカモクは，親潮が流れる北
海道東部沿岸には分布していないことから (吉田，1998 ;  
Kokubu et al., 2019)，本研究で採集されたアカモクは津軽

Fig. 7.  Stephanolepis cirrhifer, HUMZ 231302, 20.1 mm SL.
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暖流によって輸送された可能性が高い。また，津軽暖流
の起源である対馬暖流は，末流の一部が北海道西部沿岸
を北上し，宗谷海峡からオホーツク海に流入することが
知られる (花輪，1984)。したがって，分布の北限が秋田県・
宮城県とされるジャノメガザミおよび山形県・岩手県と
されるショウジンガニは，太平洋側では津軽暖流の流路
である津軽海峡まで，日本海側では対馬暖流の流路であ
る宗谷海峡まで分布することが予想される。今後，北海
道周辺の流れ藻生物群集の分類学的研究を行うことで，
これら 2種の分布の北限記録が更新されると予想される。
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